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紀　 要 1

中国の カ トリ ッ ク教会

そ の 過去 と現在

金 魯　賢

　 今 か ら 6 年 前 ， 我 々 は 有名 な天 文学者 で また 宣教 師 で あ っ た ヨ ハ ム ・ア ダ

ム ・シ ャ
ー

ル （1592 − 1666 ） の 400回 目 の 誕 生 記 念 日 を祝 い ま した 。 こ の イエ

ズ ス 会 の 祭司は ケ ル ン に生 まれ北 京で 死 に
， そ の

一 生 を中 国へ の 福音宣教 と ，

東 西 の 問の 文化交流 に 尽 くし ま した 。 私 は 今 ロ彼 の 故 郷 で 皆様 と話 す こ とが 出

来 て 幸 い に思 い
， 中 国人民 そ して 中 国 カ トリ ッ ク か らの ドイ ツ の 皆様 ， そ して

ド イツ 教 会 に ご 挨拶 をい た し ます 。

　400年前 ， 中国 人 が 最初 に 中 国 に や っ て 来 た ， 赤い 髪 ， 青 い 目 ， そ して 大 き

な鼻 の ヨ ー ロ ッ パ 人 に 目 を向 けた 時 ， 彼 らは 大 変 に 驚 きま した 。 ドイ ツ 人 は そ

の 時 ， 彼 らに して み れ ば 中国 人 を発 見 し ， 全 く違 っ た姿で ， 新 し く奇妙 な習慣

を持 ち ， 全 く広 大 で 未 知の 土 地 に住 ん で い る の に 驚 い た の で あ ります 。 そ の 当

時 は 中国 は 彼 ら に と っ て み れ ば 遠 く離 れ た地 で あ りま した 。 皆 さ ん は ア ダム ・

シ ャ
ー

ル が 家 に手 紙 を 送 っ た時 に ， その 返事 を受 け取 る まで に 彼 が 3 年待 っ た

こ とを ご 存 じで すか ？そ れ は た だ ， 輸 送 の 手段が 帆か け船 で あ っ た が た め に ，

目 的地 につ くの に ア フ リカ を迂 回 しな け れ ば な ら な か っ た か らな の で す 。 中国

の 文 化 は こ の ド イ ツ の 人 々 に 一 方 で は ま こ と に 魅 力的 に ， そ して 他 方 で は 外 国

の 謎 に 満 ち た も の と して 目に映 っ た こ と と思 い ます 。 両者の 習慣 は あ ま りに も

違 っ て い た の で ， 彼 ら は し ば しば 異 な っ た 惑 星 に 住 ん で い る者 の よ うに お 互 い

を見 つ め た とい うこ とで す 。

　科 学技術 の 発 展 の お か げ で
， 我 々 の 世 界 は 以 前 よ りも小 さ くな りま した 。 ケ

ル ン か ら北 京 まで の 旅 は
， 現 在 で は 飛行 機 で 12時 間 か ら 5 時 間 に な りま した 。
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ある い は
， ある 人が 家 に い て 受話 器 を取 り， 地球 の 反対 側 に あ る上 海 の 友人 に

電話 をか ける こ とがで き ます 。 しか し疑問 は 起 こ ります 。 我 々 2 つ の 民 族 は 本

当 に お 互 い を知 っ て い る の で し ょ うか 。 現 在 の 技術 の 進歩 は 本 当 に 我 々 お 互 い

を近付 けたの で しょ うか 。

　我 々 は 今 ， 宇宙時代 を生 きて い ます 。 我 々 は月 の 写真 を と り， は る か 火星 か

らの 写真を研究す る こ とが で きます 。 そ れ に も関 わ らず ， 我 々 の 星 に お け る個

人 と民族 の 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン は しば しば悲 しい こ とに失 わ れて い ます 。

我 々 の 情 報 は しば しば誤 りで あ り，
こ の こ とが 偏 見 を生 み

， 我 々 の 知識 に多 く

の 溝 を生 み ます 。 こ の こ とは
， 中国の カ トリ ッ ク教 会 に 関 して も ， 正 しい と言

え ます 。 正 し くない 報 道が しば しば 広 ま ります 。 情報 は 事実 よ り誇張 され ， 歪

め られ ます 。 時 々
， 私 個 人 に つ い て あ る い は 仕 事 に つ い て の 偽 の 情 報 が 広 ま り

ます 。 私が今 日こ こ に来 ， 皆様 に お 話 しをす る理 由の
一

つ は ， そ うした間違 っ

た理解 に打 ち勝つ た め に我 々 を援助 して い た だ きた い とい うこ とに あ ります 。

我々 は お 互 い に親愛と真実をもっ て 語るこ とを学ば なければならない の です。

　我 々 に つ い て の あ ま り良 くな い 報告 が あ ります が ， また 評価 すべ き多 くの 報

告 もあ ります 。 多 くの ドイ ッ の 皆 様 は
， 中国 を訪 問す る こ とに つ い て

，
また偏

見 な く語 り聞 くこ とを こ だわ りな く考 え られ て い る の は
， 我 々 に つ い て よ り多

くの 客 観 的な 理 解 を得 られ て い るた め で あ る と思 い ます。

　私の こ の 旅 が 可能 に な っ たの は
， ドイ ッ の 同胞 の 親 しい お 招 きをい た だい た

か らで す 。 私 は こ の 招待 を大変嬉 し く， 感謝い た します。 私 は また ，
こ の 場所

に お招 き くだ さ り， 講 演 の 機 会 を与 えて くだ さ っ た こ とを感謝 致 し ます 。 こ の

お互 い の 経験 の 相 互 の 交換 に よ っ て 我 々 は 我 々 自身 と我 々 の 民 族の 間 の 友情 の

促進 が な さ れ る こ とを願 い ます。 私 は
， 我 々 が こ こ で 語 りまた なす こ とが ， 全

能 な る神 の 祝福 の もとに あ る よ うに 望 み かつ 祈 ります 。

　今夕の 講演 に示 され て い るい くつ かの トピ ッ ク ス の 中か ら，

「
中国か ら見 た

世界教 会 と地方教 会」 そ して
「
極東に お ける キ リス ト者の 信仰 ：中国 の 見解 」

に絞 りた い と思 い ます。 こ の 両者 と もに 大きな課 題で あ り， 私の 限 られ た知 識

で こ れ らにつ い て 時間 内 に 語 る こ と に恐 れ を抱 い て い ます 。 私 は こ の 両者に つ
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紀 　 　要 1

い て 私 よ りも多 くを知 っ て お られ る方 が こ の 中に も多 くい ら っ しゃ る と思 い ま

す 。 で すか ら ，
こ れ か らお 話 し しよ う と思 い ます の は

， 中 国 の キ リス ト者 の 過

去 と現 在 に 於 け る ま っ た く私 の 個 人 的 な経験 で あ ります 。

中国に於け るカ トリ ッ ク教会 の 歴 史

　最初 に歴 史 に つ い て 短 く述べ た い と思 い ます 。

　唐時代 ， 7 世 紀 の 始 め に ， ボ ニ フ ァ テ ィ ウ ス が ドイ ツ で 彼 の 仕 事 に 着 手 す る

以 前， 中 国 の 帝 国 の ル ネ ッ サ ン ス の 間 ， キ リ ス ト教 は す で に 中 国 に 入 っ て い ま

した 。 そ れ は シ ル ク ロ ー ドを つ た っ て 我 々 の 国 に 旅 を して い た ネ ス トレ 派 の キ

リ ス ト者 で した 。 彼 ら は教 会 をた て ， 中 国人 の な か か ら多 くの 信 者 を見 い だ し

ま した 。 こ の 最 初 の キ リ ス ト者 の 宣 教 の 時代 は 200年 程続 き ま し た 。 や が て 全

て の 外国 宗教 は
， 皇 帝 の 法 令 に驚 き ま した 。 そ して ネ ス トレ 派 の 人 々 は 中 国か

ら永遠 に 消滅 しま した 。 13世紀 の 始 め に ジ ン ギ ス カ ン の 孫 で あ る フ ビ ラ イハ ン

は 元朝 （1260− 1368） をひ ら き ， 北 京 を首都 と し ま した 。
こ れ らの モ ン ゴ ル 人

は
， 全 て の 宗教 に 対 して 開 放政 策 を と り， ま た非 常 に 寛 容 で あ りま した 。 結 果

と して フ ラ ン シ ス コ 会 の 宣 教 師達 は y 一
ロ ッ パ か ら中 国 に 入 る こ と を許可 され

ま した 。 彼 ら もまた シ ル ク ロ
ー

ドを旅 し， 教 会 をた て
， キ リス ト者 の 共 同体 を

つ く りま した 。
1298 年 に イ タ リ ア の フ ラ ン シ ス コ 会 の シ ョ バ ン ニ ・

デ
・

モ ン テ

コ ル ビ ノ （1247− 1328） と ドイ ッ の ケ ル ン の フ ラ ン シ ス コ 会の ア
ー

ノ ル ドは北

京の 司教 管 区 をつ く りま した 。 彼 らは 中国 で 特 に貴族 階級 に 多 くの 信者 を見い

だ し ま した 。 カ トリ ッ ク教 会 は 大 き くな り， 揚 州 （江蘇 地 方）， 広 州 （福建 地 方 ）

な ど
， 多くの 他 の 場所 に 教 会が た ち ま した

。 キ リス ト者 は
， 特別 な特権 を も得

て い ま した 。 しか しフ ラ ン シ ス コ 会 が 成 功 した の は， 主 と して モ ン ゴ ル 人 に 於

て で あ っ て
， 本当の 中 国人 で ある 漢 の 人 々 に は こ の 時代 に 福音の 知識 は 伝 わ り

ませ ん で した
。 そ の 結果 と して 元が 1368年 に 1644年 まで 続 い た 中国王朝 の 明 に

よ っ て 倒 され た時 に ， 中国 に 於 け る キ リ ス ト者 は二 度 目 の 崩壊 を経 験 しま した 。

　中国の キ リス ト教 の 運命 が再 び変 わ っ た の は
， 明朝 の 終 わ り，

マ テ オ ・リ ッ

チ と ミカ エ ル ・ル ギ エ リ が 広 州 の 南 の 地 方 の 紹 平 に 植 民 す る こ とが で きた 時代
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で あ りま した
。

　 マ テ オ ・リ ッ チ （1552− 1610） は皆 さん も良 くご存 じで あ る と思 い ます 。 彼

が 中国 に 来 て か ら400年 の 記 念 が 4 年前 に西 と東 に お い て 祝 わ れ ま した 。 世 界

中で この 時彼の 名誉 をた た えて ， 多 くの 文書 と講 演 が持 た れ ま した 。 リ ッ チ は

全 て の 宣教 師の 模範 と して 称賛 さ れ ま した 。 とい うの も， 彼 は すで に 福 音 の 適

応 に 重 要 な理 解 を示 して い た か らで した 。 リ ッ チ 彼 自身が そ の 人生 を通 して 実

践 した こ とが
，

まさに そ うした ポ リシ ー で した 。 どの よ うに して 我 々 は今 日の

状況 に 於て 彼 に 見習 うこ とが 出 来 るの で あ りま し ょ うか 。

　 ア ジ ア の 使徒の 熱 心 な要 望 が あ り， フ ラ ン シ ス ・ザ ビ エ ル （1506
− 1522） は

中国の キ リス ト教 の 扉 を開 きま した 。 彼 は見捨て られ ， 孤独で ， 中 国大 陸の 南

の 海岸 を望 む小 さな島 で 死 に ま した 。 神 の 道 は なん と不思 議 なの で あ りま し ょ

うか 。 ザ ビ エ ル の 死 の 年 に彼 の 死 の 願 い が 託 され ，
マ テ オ ・リ ッ チ が 生 まれ ま

した 。
ロ ー マ に お い て 彼 が 哲学 と神 学 だ けで は な く天 文 学 も学 び終 えた 後 ，リ ッ

チ は 宣教 活 動 の た め に ポ ル トガ ル 政 府 か ら許 可 を得 る た め に リ ス ボ ン に 行 き，

マ カ オ に 船 出 し ま した 。 数年 こ こ で 準備 を した後 ， 彼 は最 後 に 中 国 国 内に 入 る

こ とが で き ま した 。

　 こ の 時代 の 宣教 は ノ ン ク リス チ ャ ン の 文化に覆 わ れ て い ま した 。 それ は 3千

年 の 歴 史 を もつ
， 高 度 な 道 徳性 と い う特徴 を も っ た文 化 で す 。 こ の 文化 の 高慢

な高 さか ら彼 らは ヨ
ー ロ ッ パ 人 を見下 ろ しま したが ，

こ の こ とは マ テ オ
・リ ッ

チ に つ い て 言 わ れ る べ きで は あ りませ ん 。 到 着 して す ぐ， 彼 は 情熱 と愛 と を言

葉 をマ ス タ ーす るた め に 費や し， 彼 自身中 国文学 と中 国の 習慣 を学 ぶ こ とに 没

頭 しま した 。 彼 は適応 の 開拓 の 道 に続 き， 多 くの 反 響 と経験の 後 ， 彼 は 実践 的

で 現 実 的 な福 音 化の 方法 に辿 り着 きま した 。 こ の 時 ， 彼 は 中国 人 の 多 くの 階層

に よ っ て の み な らず ， 中 国社 会 の エ リ
ー

トか ら も受 け 入 れ られ ま した 。

　 リ ッ チ は 大 変特 別 な 中国人 の 2 つ の 特徴 に 注 目 し ま した
。 第 一 は

， 大変 有 名

な 哲 学 者 の 孔 子 に 深 い 尊 敬 を 抱 い て い る こ と ， そ し て 第二 に は
， 両 親 と先 祖

一 家 族 の 先 祖 に 対 して は ほ と ん ど子 供 の よ うな 愛情 と尊敬 を抱 い て い る と

い うこ とで す 。 彼 らの 祖先を記念する 式典な しに は
， 何 の お祭 りも祝 われ な い
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紀 　 要 1

の で す 。 例 え ば ， 彼 らの 写 真 や 記念 の 牌 の 前 に 食 物 を捧 げ ます 。 Ricci は 孔 子

の 文 化 に完全 に 適応 し ま した 。 彼 は 中 国 の 哲学者 の 服 装 を着 ， 彼 の 説教 と文 書

に ， しば しば彼 は 中 国 の 古 典 を引 用 し， 彼 の メ ッ セ ー ジ は い わ ば， 中 国 服 を着

て い た と言 え る で し ょ う。 彼 は 次の よ うに書 い て い ます v
「こ の よ うに して 福

音 は 中 国人 に
，

よ り理 解 し や す い くな っ た 。 」

　 こ の よ うに リ ッ チ は
， 多 くの 中 国 の 哲 学者達 の 深 い 尊敬 と友情 と を勝 ち得 ，

そ の 友情 を通 して 多 くの 入々 が キ リ ス ト教信仰 を理 解 し受容す る に 至 りま し

た 。
こ れ らの 哲 学者 の 中に は

， 多 くの 宮 廷 の 高官 らが お りま した が ， た と えば

李敵超 （c．1630） そ して 徐 光 散 （1562− 1663） は 後 に元 首 とな りま した 。 こ

うした 関係 に よ っ て ， リ ッ チ は帝 国 宮 廷 内 部 に 入 り込 む こ とが 出 来 ， 彼 は 皇 帝

自身 との 接見 を許 さ れ ま した 。 リ ッ チ は 最新 の 西 洋科学の 発展 を中国 に 紹介 し

ま した 。 多 くの 中 国 人 が ，彼 の 広 い 学習 と深 い 知識 と に 尊敬 す る に 至 りま した 。

キ リス ト教 が 中国 で 残 り， 根 をお ろ して 発展す る こ とが 出来た の は ， こ の よ う

な 文 化 との 融 合 を通 して で あ ります 。

　 こ の 時代 の 静 け さ は ， リ ッ チ の ア プ ロ ー
チ の 正確 さ を表 して い ます 。

1584 年

に は 3 人 ， 1585年 に は 19人 の み の キ リス ト者 が い る だ けで した が ，
1589年 に は

80人 に 増 え ，
1603 年 まで に は 500人 ，

1610年 に は 2
，
500 人 を越 え ，

1636 年 に は

38，000人 に な り，
1648 年 に は48

，
480人 ，

1670年 まで に はす で に 273
，
780 人 の 中

国 人 カ トリ ッ ク キ リ ス ト者 が い ま した 。 しか し， こ の よ うな発 展 は 長 くは 続 き

ませ ん で した 。 悪 魔 は既 に 主の ぶ ど う園 に 不
一

致 の 種 を蒔 い て い た の で す 。

　 当時 の ド ミニ コ 会 と イエ ズ ス 会 は 強 力 な敵 とな っ て ， 広 い 範 囲 の 重 要 な 問 題

に 関 して そ の 見解 を衝 突 させ て い ま した 。 彼 らの 論争 は ヨ
ー ロ ッ パ ， 特 に ロ ー

マ に お い て 集 中 し， 中国 に も流 れ 出 して い き ま した 。
こ の こ と に加 えて ， ポ ル

トガ ル とそ の 他 の 植民 地勢 力 の 問の 政治 的拮 抗 が起 こ りま した 。 ポ ル トガ ル は

東 に 到 着 し た 最 初 の 植 民 地 勢 力で あ り， イ ン ド とイ ン ド洋 に 隣接す る全 て の

国 々 に 要求 を した 国 で した 。 こ う して ， 教 皇 パ ド ロ ー ドか ら こ れ ら の 場 所 の 宣

教 の 権利 を得 ， 教皇 ア レ キ サ ン ダ
ー 4 世 （1492− 1503） に よ る ロ ー

マ 教皇 の 教

書 は ，東 イ ン ドの 全 て の 国 々 を含 むポ ル トガ ル の 植民 地 の 拡 大 を奨励 し ま し た 。
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植民 地 勢力 は
， 東 ア ジ ア に も到 達 し， 特 に フ ラ ン ス は そ こ で の 保護領 の 宣教 の

権利 の た め に ポ ル トガ ル と激 しい 競 争 を しま したが ， そ こ に は彼 らの 植民 地政

策 を広 め る た め に ， 宗教 と宣 教 とを利 用 した ヨ
ー

ロ ッ パ 勢 力 の 政 策 が あ りま し

た。

　我 々 は 今 ， 礼典 論争に 少 々 言及 した い と思 い ます 。 孔子 と祖 先 と を崇拝 す る

こ と は
， 中国全 体の 共通 した 習慣 で す 。 イエ ズ ス 会 はそ れ を単 な る 自然 な民 間

の 儀式 と しか考 え ませ ん で した 。 そ の た め に
， キ リス ト者の 参加 を 自由に しま

した 。 しか し ドミニ コ 会 とそ の 他 の ， 特 に フ ラ ン ス の 宣教 師達 は
， 祖 先崇 拝 を

特 別 な 習慣 とみ な し
，

そ れ ゆ え に す べ て の キ リ ス ト者 に 禁 じ ま した
。 彼 らは 原

則的 に 中国 の 文化を拒 絶 した だ けで は な く， 彼 らは中国 名か ら西洋 の 名前 に姓

を変 えた の で す 。 そ の 後 彼 らに何 が 起 こ っ た の で し ょ うか ？植 民 地主 義 者 と彼

らを援助す る人々 の 見た もの は ， た だ彼 ら自身の 興味の ある もの だ けで あ り，

教会 の 安 定 に は何 も寄 与 しな か っ た の で す 。

　皇 帝康 煕 （1655− 1723）は 賢 く心 開 か れ た 人 で した 。 彼 も また キ リス ト教 に

は友好的で
， そ の 長所 に 高い 尊敬 をは らい

，
ア ダ ミ ・シ ャ

ー
ル や ヴ ァ

ー ビ ー ス

トとい っ た 初期 の 宣教 師 に 学 び ま した 。 彼 は福 音 に 見 い だ され る
， 特 に キ リ ス

ト者 の 愛 に関 連す る教 えに感服 しま した 。 宣教 師達の 中で 口論 や 論争が起 こ る

と
， 彼 の 好 意 的 な印 象 は幻 滅 に 変 わ りま した 。 彼 は み か けの 外 の 長所 の 背後 に

ある利 己的 な陰謀 と貪欲 の 力 と を考え始 め ま した 。 イエ ズ ス 会 の 親 し さの うち

に 彼 は礼 典 に 関す る議 論 に 終 止 符 を うち た い と望 み ， そ れ ゆ え に彼 は 公 に 孔 子

崇拝 と祖 先 礼拝 は 民 間 の 儀 式 で あ る こ と を宣言 し ま した 。
こ の 皇 帝 の 声 明 に も

関 わ らず ，
ド ミ ニ コ 会 と そ の 同胞 は彼 らの 攻撃 を放棄す る こ と をせ ず ，

こ の 論

争 を一
層刺激 を しま した 。

　教 皇ク レ メ ン ト11世 （1700− 1721） は ， ア ン テ オ ケの 元老 で あり， 教 皇代理

使節 と して 中国 に教 皇 の 中国 の 典 礼 禁令 の 公 布 とそ の 効 果 の 視 察 の ため に 来 た

シ ャ ル ル ・ ト
ー

マ
・

マ
ー シ ャ ル ・ ド ・ トゥ ル ノ ン （1668− 1710）を送 りま した

。

彼 は 北京 に 最 も強力 な 反 対 者 で あ る司教代 理 の シ ャ ル ル ・メ グ ロ 〔パ リ宣教 会〕

（1652− 1730） を呼 び だ し， 皇 帝 に接 見 し ま した 。 皇帝が そ の 王 座 の 後 ろ に 吊
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紀 　 　要 1

して ある 4 つ の 大 きな文字 を指 して ，
メ グ ロ に も しこ れ らの 意 味 を理 解す る な

らば
， 翻 訳す る よ うに 尋 ね ま した が

， 彼 は で きませ ん と答 え ま した 。 その 時 に

皇帝 は彼 に こ の よ うに言 い ま した 。

「
あ な た は 中 国 の 言 葉 を話 す こ とが で きな

い ば か りか ， 書か れ た 時 に もわ か らない
。 そ れ で は あ なた が た は

，
どの よ うに

して 中国 の 問 題 に つ い て 判 断す る こ とが で き る の だ ろ うか ？あ な た は 中 で 何 が

起 こ っ て い る の か を論評 す る 部 屋 の 外 に 立 っ て お り， そ の 扉 は 閉 じ られ て い る 。

あ なた の 話 しは何 の 根 拠 もない
。 中 国か ら出て 行 け ！」 トゥ ル ノ ン はマ カ オ に

戻 らさ れ ， ポ ル トガ ル 王 の 許可 な しに ， 中国の 大 司 教 を任 命 し よ うと試 み る た

め に 彼 を監禁 しま した 。

　 ト ゥ ル ノ ン の 死 後 ，
ク レ メ ン ト 9 世 は 中国 に も う一 人の 教 皇使 節 を送 りま し

た 。 カ ル ロ ・ア ン ブ ロ ジ オ ・メ ッ ザ バ ル バ は 禁令 を施 行 す る た め に
， 教 皇教 書

で あ る エ ク ス
・イ ラ ・デ ィ エ を携 え て や っ て 来 ま した 。 彼 もま た 中国儀 礼 の た

め に 皇帝 に 接 見 し ま し た 。 接 見 の 時 に 皇 帝 は 彼 に 西 洋 の 宗教 美術 に描 か れ て い

る ， 翼 を も っ た ヨ
ー ロ ッ パ の 人 間 が い る の か ど うか を尋 ね ま した 。 メ ッ サ バ ル

バ は 答 え ま した 。

「い い え 。 翼 を も っ た 人 問 な ど ヨ ー ロ ッ パ に は い ませ ん 。 画

家 が 単 に ， 天 使 の 素早 い こ とをそ う した 方 法で 象徴 的 に 表現 した の で す 。 」 皇

帝 は言 い 返 し ま した 。

「
わ か り ま し た 。 と い うの は

， 私 達 中 国 人 は
， あ な たが

た の 言 葉 を 良 く知 らな い の で
， 我 々 は あ なた が た を理 解 す る こ とが 出 来 な い の

で す 。 しか しあ な た が た 西 洋入 は我 々 中国 の 言葉 を話す こ とが で き ませ ん 。 で

す か ら どの よ うに して 中国 の 問 題 につ い て 決定 をす る こ とが で きる の で し ょ う

か ？こ れ が 私 が こ の 私 の 質 問 に よ っ て 伝 え よ うと した こ となの で す 。 」

　皇帝の 声 明が繰 り返 され た に も関 わ らず ， 教 皇 は依 然 と して 強硬 で あ り， 破

門 の 脅 迫 の も とに 祖先 崇拝 を中国 の カ ト リ ッ ク か ら禁 止 し ま した 。 皇帝 が ， 宣

教師た ちは繰 り返 し教皇の 支配 を実行 して い る こ とを学 び ， 彼 らを中国か ら通

報 しま した 。

　 こ の 時 ， 中国の カ ト リ ッ ク は彼 ら 自身の 困難な状況 に気づ い た こ とは
，

だ れ

に で もす ぐに 想像で きます 。 禁令 を守 ろ うとす る カ トリ ッ ク は ， キ リス ト者 を

残 す た め に もは や 例外 な く孔 子 崇拝 と祖 先 崇拝 と を行 な っ て い る 中国人 の こ と
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を考 えな けれ ば な ら な くな りま した 。 カ トリ ッ ク の 子供 達 は
， 伝 統 的 な教 え が

孔 子 の 教 えで あ る ため に ， 正 式 に 中国 の 教 育 を放 棄 しな けれ ば な りませ ん で し

た 。 中国 の カ トリ ッ ク は今 や 彼 ら 自身 の 社 会 か ら追 放 さ れ， 彼 ら 自身 の 民 族 か

ら退 け もの に な っ て い っ た の で す 。

　こ の 粗野 な教 皇 の 干渉 の 結果 ， 中 国 の キ リス ト教 は 衰 退 し ま した 。 30万 人 を

越 えた 中国 の カ トリ ッ ク は 禁令 の 後す ぐに 20万 人 を下 回 り
， 残 され た カ トリ ッ

ク は ほ とん どが農夫や 漁 師達 で
， 彼 らは 孤立 して 住 んで お り， 中国社 会 か らは

蔑 まれ て い た人 々 で した 。

　200年後 に， ロ ー マ は 遂 に 禁 令 を解 除 し ま した 。 今 日 の 中 国 で は孔 子 と祖 先

崇拝 と は奨 励 され て い ます 。 台湾 の 多 くの 教会で は
， 孔 子 の 絵 が聖 トマ ス と並

ん で 置 か れ て い ます 。 諸 聖徒 の 日 に キ リス ト者 は 墓地 に 行 き， 墓 の 前 に彼 ら の

好 む食物 をそな え ます。
こ うした 変化 は確 か に 良い もの だ と言 え ます。 誤 りに

固執す る よ りも ， 間違 い を認 め る こ との ほ うが 良い こ とで あ ります。 しか し，

なぜ 彼 ら は こ うも遅 れ た の で し ょ うか ？孔 子 崇拝 が 中国 に は 必 要 で あ っ た 時代

に
，

ロ
ー

マ は そ れ を禁 じ ま した 。 そ して 中国 が 彼 に全 くの 無 関心 とな っ た今 ，

ロ ー
マ は そ れ を 許 し ま し た 。 儀 式 の 論 争 に よ っ て 引 き起 こ さ れ た 損 害 は

，
い ま

だ に 元通 りに 直す こ とが 出来 ませ ん 。 人 が そ の 問違 い に気 づ くの は 良 い の で す

が
， も しそ の 結 果 を考え る な らば

， 将 来 同 じ間違 い を繰 り返 さない で しょ う．

私の 私見 に よれ は
， 重 要 な理 由は ， 教 会が 権利 をめ ぐ っ て つ まづ き， 教 会 と植

民地 勢力の 問 の 不 信 心 な 同盟 に 疑問が 生 じた こ とで あ る と思 い ます 。 彼 らは キ

リス トの 愛の 教え と全 て の 人 に等 しい 権利が あ る とい う教 え を忘 れ た の で あ り

ます 。 彼 らは外 国 をキ リス ト教化 した か っ た の で あ りますが ， 彼 らの した こ と

は
，

そ の 植民 地 化で あ ります 。

　中国の 門は1842年に 所謂 「
不 平等条 約」 に よ っ て ， キ リ ス ト教 の 宣教 師達 に

再 び 開か れ ま した 。 そ れ は 第
一

阿片 戦 争 が終結 し ， 勝 者 の 英 国 が 皇 帝 に署 名 さ

せ た もの で あ ります 。

「今 か ら外 国 の 商 人達 は 中国全 土 で 阿片 を売 る こ と を許

可 し
… 宣教 師 達 は 帝 国 全 体 に 福 音 を広 げ る こ と を 認 め る 。 」 恐 ら く， キ リス ト

教の 信者達 が 力 を もっ て 他国 に阿 片 を強制す る こ とは キ リス ト教 に と っ て まこ
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紀　 要 1

とに恥辱 で あ ります 。 キ リス ト教 と共 に
， 福 音 を語 る 自由は ヨ

ー ロ ッ パ の 権 力

に よ っ て
， 彼 らの 政 治 的影響 力 を拡 大す る た め に 利用 さ れ たの で あ ります 。 そ

して
，

ロ ー
マ 教 皇 庁は そ れ らの 権力 と同盟 し，彼 ら を中国 の 教 会 に割 り当て ま

し た 。

　ポ ル トガ ル の 衰退 に よ っ て
，

フ ラ ン ス は 所謂保 護領 を中国の カ トリ ッ クの 宣

教 団 か ら取 りま した 。 フ ラ ン シ ス コ 会 の 宣教 師 は ， 北 京， 天 津 ，
上 海 ， 河 北，

江 蘇 ，
江 西

，
広 東 ，

雲 南
， 浙 江 と言 っ た都 市 を取 りま した 。

ベ ル ギ
ー

の 宣教 師

達 は モ ン ゴ ル を ， ドイ ッ は 山 東 を与 え られ ま した 。 宣 教 師達 は 土 地 を買 い
， 教

会 を建 て
， 学校 と病 院 を設 立 しま した 。 多 くの 宣教 師達 は 善 良な人 々 で

， 彼 ら

の
一

生 を 中国 の 教 会 に捧 げ ま した 。 しか し
，

そ うで な い 人 々 もい ま した 。 あ る

例 を語 る な ら ， 上 海の カ トリ ッ ク の オ ー ロ ラ大学 の 校 長 は好 ん で
，

「黎 明 ， そ

れ は フ ラ ン ス だ ！」 と言 っ て い ま した 。

　多 くの 中国人 の 目に は
， 宣教師 は 国 に対 して ほ ん の 少 し しか 興味 を示 さ な い

よ うに 見 えま した 。 キ リス ト教 は そ れゆ えに 西洋に よ る 西 洋宗教 で あり， 中国

の もの で はあ り ませ ん で し た 。 そ れ 以 上 に 宣 教 師達 は ， 多 くの 特 権 を与 え られ

て お り， あ る ク リ ス チ ャ ン の 入々 は
， 宣教 師達 の 助 けに よ っ て 彼 らの 隣 人 に 対

して 不 正 な訴 訟 が 許 され て い ま した 。
こ の こ とは ， 宣教 師達 に 向 け られ た多 く

の 不満 と憤 りと怒 りの 源 とな り， それ は1900年の 義和 団革命 へ と導か れ て い き

ま した 。 その 時 の 義和 団達 の 戦 い の 叫 び は ，

「
清 王 朝 を支持 し敵 を倒 せ 。 （そ こ

に は 外国 の 悪 魔 で あ る キ リ ス ト者 が 含 まれ て い ま した）」 ドイ ツ を含 む 8 つ の

外 国 勢 力 は 力 を合 わ せ
，

こ の 革 命 の 鎮 圧 の た め に 中 国 に 軍 隊 を送 りま した 。 北

京の 公使館が包 囲 され た後 ， 中国は 非難 され ， 同盟勢力は 4 億 中国 ドル （そ の

当時 の 1 ドル は
一

般 労働者 の 半月 の 賃金 で した ）の 賠償 金 が 課 せ られ ま した 。

外 国 の 軍 隊 は つ い に撤 退 し， キ リ ス ト教 は 益 々 強 大 に な っ て い きま した 。

　さ らに
， 中国 カ トリ ッ ク に よ っ て そ の 悲惨 な こ とが 証 明 さ れ た誤 りは ，

バ チ

カ ン に よ っ て そ の 当時の 日本侵略 に お い て もな され ま した 。
バ チ カ ン は 日本 に

操 られ て い た満州 の 満州国 を急 い で 調 査 し ま した
。 教皇 の 使節団 の 大 司 教

Zanin も ま た， 中 国 カ トリ ッ ク の す べ て の 司 教 と 司 祭 に 手紙 を書 き送 り， 日本
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の侵略 につ い て依然 と して 中立 で ある よ うに 注意 した 。 も っ と も，
こ の 立場 は

中国 の 愛国者 を深 く傷 つ けた 。 日本 とイ タ リ ア が
，

フ ァ シ ス ト政権で あ っ た ド

イツ を軸 に して 連盟を形成 しよ うと して い た時 ， 中国人 はバ チ カ ン に対 して何

を考えた の で しょ うか ？

　 マ テ オ ・リ ッ チ の 時代 か ら350年 た っ た 中 国の 教 会 に は
，

た っ た 1 人 の 中 国

人司教が い るの み で した 。 1926年に 最初 の 中国人 司教が任 じら れ た時 ，
全 て の

司教 は外 国人 で した 。 も っ と も ， 彼 らに は重 要 で は な い 教 区が与 え ら れ て い ま

した 。
1930年代 に なる と

，
バ チ カ ン の 態度 が 変 わ り， 第二 次世界 大戦後 の 1946

年 に
， 独 立 した 中国の 階級制度が つ くられ ， 北京 に お い て つ い に最 初 の 中国 人

司教 と枢機卿が置かれ ま した 。 しか しそれ は あま りに も遅す ぎま した 。 1949年

に毛 澤東が 中国 の 実権 を握 っ た の で す。我 々 は ， この 権力の 交代がすべ て の ヨ ー

ロ ッ パ 勢力の 植民地 的 ， 帝国主 義的要求の 終 わ りを意 味 し， 国 を尊 び全 くの 独

立 を中国 に回復 した こ と を意味 す る 交代 で あ っ た こ と を見 逃す こ とが で きませ

ん 。

　 こ の 大変重要で 微妙 な状 況 の 中で ， 中国の カ トリ ッ ク は新 た な不 運 に み ま わ

れ ま した 。
ロ ー マ 教皇庁 は

， 現在 中国を支配 しまた人民 に受容 され て い る共産

党 との 協調 を禁 じま した 。 カ トリ ッ ク は新 聞 ， 定期 刊行物 ， 共産党 が 出版す る

書籍 を読 む こ と を禁 じま した 。 彼 ら は また共産党組織 とは 商業の 連合や そ の 他

の ど の よ うな提携 を も禁 じ ま した 。 中国人 が ア メ リカ の 軍 隊 と戦 っ て い る 間 に
，

バ チ カ ン は揚州 （江蘇 地 方）の 司教 に ア メ リカ 人 を登用 し ま した 。 皆 さん は
，

も し第一 次 世 界 大 戦 の 時 に ケ ル ン の 大 司教 に フ ラ ン ス 人が
，

ま た リ ー
ル の 司 教

に ドイ ツ 人 が 登 用 され る とい うこ と を想像 す る こ とが で きる で し ょ うか ？

　 こ の よ うに， 再 び 中国 の カ トリ ッ ク は 過去 の デ ィ レ ン マ を見 る こ と に な っ た

の で す 。 カ トリ ッ ク を残 し
， 中国人 を残 す こ とが で きませ ん で した 。 外国 の 宣

教 師達 が 中国 を追放 された 後 ，
バ チ カ ン は 新 しい 司教 を置こ うとはせ ずに ， 中

国 の カ トリ ッ ク 自身が 選択 し任命す る よ うに な りま した 。 選 ば れ た者 の 名前 は

ロ ー
マ 教皇に送られ ま したが ， 破 門の 脅迫 が 戻 っ て きた の で す 。

　中国教 会の こ う した大 まか な歴 史に よ っ て ， 我 々 は 3 つ の こ と を学ぶ こ とが
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紀 　　要 1

で きます 。

1　 教 会 は 人 々 と文 化 と に そ の 土 台 を す え な けれ ば な ら な い
。 信 仰 は 多 くの

　人 々 に 伝 え られ な け れ ば な ら な い
。 教 会は 人々 と運 命 を分 か ち合 わ な け れ ば

　 な ら ない
。

2　 文化 に 溶 け込 む こ とは ， 全 て の 牧会 活動 の 基 本 とす る第
一

の 原則 で あ る 。

3　教 会 は植民地勢力か ら独立 し， 地 域 の 独立運 動 を実行 しな けれ ば な ら ない
。

　 そ れ ぞ れ の 地 に あ る 教 会 は 独 自の 運 命 を担 っ て い ます 。 中国 の 教 会 は 独 自の

経験 を し ま した
。 同時 に ロ ー

マ 教皇庁が 世界 戦 略 を持 ち ，
い つ も単

一
で は ない

多 くの 異 な っ た 人 々 と権力 の 平 衡 を試 み なけ れ ば な らない こ とは
， 良 くわ か り

ます 。 我 々 中国 カ トリ ッ ク は
，

カ トリ ッ クで あり続 け るこ とを望 む カ トリ ッ ク

で す 。 我 々 は プ ロ テ ス タ ン トや 正統 正 義の キ リス ト教 に な りた い と は 思 い ませ

ん 。 我 々 は基 本的 に 第 一 及 び 第ニ バ チ カ ン 会議 を受 け入 れ ， 第ニ バ チ カ ン 会 議

の 指 導 を中国 に お い て 実行 しよ うと して い ます 。 神の 助 けに よ り， 我 々 が教会

を管理 発展 させ る こ とが で きます よ うに
。 我 々 は 勇気 と知 恵 を もち， また 神 が

そ の よ うに な さる こ と を祈 ります。

世界教会 と地域教会　中国の パ ー ス ペ クテ ィ ヴ

　 さて 私 は第 二 の 課 題 ， 中 国か らみ た世 界教 会 と地 域教 会 に つ い て 話 そ う と思

い ます 。

　地 域 教 会 と は何 で あ り， また 世 界教 会 と は 何 で あ りま し ょ うか ？そ れ らの 言

葉 の 意味 の 解説 の 後 に
， 議論 を進め て ま い りた い と思 い ます 。 地域 教 会 とは弾

力性 と柔 軟性 とい う概 念 で す 。 それ ぞ れ の キ リス ト者の 共 同体 は基 本的 に ， 地

域 教 会 と呼 ぶ こ とが で きます 。 教 区 は 世 界 とい う視野 に お い て は 地 域教 会で す 。

地 方 ， 国家 ， 大 陸教 会 もま た 地 域 教 会で す 。 ケ ル ン は 上 州 の 地 域教 会 で す 。
ロ ー

マ 教 区 も また
，

イ タ リ ア教 会 ，
ア ジ ア の 教会 ，

ヨ
ー ロ ッ パ の 教 会そ して ス ラ ブ

教 会 と同 様に 地 域教 会 で す 。

　世界 教 会 は む しろ ど こ に も存 在 し な い よ うな抽 象 的 な もの で す 。 そ れ は 地域

教 会 の 中 に お い て の み 存在 し ます 。 た ぶ ん 「
普遍 的教会 」 の か わ りに 「完全 な
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教会」 ある い は 全体教会 と言 っ た ほ うが 良い か も知 れ ませ ん 。 全体 教 会 はそ れ

ぞ れ の 地 域 教 会 に存在 し， そ れ ぞ れ の 地域教 会 は 完全 な教 会 なの で す 。

厂主 は

一
人 ， 信 仰 は 一 つ

， 洗 礼 は 一 つ
， す べ て の もの の 父 で あ る神 唯

一
で あ っ て ， す

べ て の もの の 上 に あ り， すべ て の もの を通 して 働 き ， すべ て の もの の 内 に お ら

れ ます 。 」 （エ ペ ソ 4 ： 5 − 6）

　教 会 はサ ク ラ メ ン トで す 。 そ れ は神 との も っ と も親 しい 合
一

で あ りまた全 て

の 人 類が
一 つ にな る こ とで もあ ります 。 こ れ は背 後 に神 の 神秘 的 な働 きとい う

秘 義 が 含 まれ て い ます 。

　地上 に ある教会の 相違 ，

一 つ で ある こ と ， 同
一

性 は 天 に あ る三位 一体 を反 映

して い ます 。 こ の こ と は
， 地域教 会 の 問の 関係 に お い て

， 我 々 が相互 の 愛 と交

わ りと共 同体 とが 重要 で あ り， 力 と法 とは 重要 で は な い とい うこ と に気 づ か ね

ば な ら ない 理 由で あ ります 。 愛 を も っ て 前進 し ， 福音 を述べ 伝 え る こ とか ら宣

教の わ ざが始 まる の で す。 地域教会 を設立 した後に ， 彼 らは その 背後 に 退 か な

けれ ば な りませ ん 。 何 百年 に もわ た っ て そ の 指導的 な立場 に い つ づ け る こ と は

で きませ ん 。 彼 らは洗礼 者 ヨ ハ ネの
厂私 よ りも優 れた 方 が こ られ る」 とい う言

葉 を 自 らの もの と しな け れ ば な らな い
。

　我 々 の 教 会 は ， 新 しい 神 の 民 で あ ります 。 キ リ ス トに 土 台 を置 き， 全 て の 人

に救 い を述べ 伝えます。 それ ゆ えに ， 教会 は全 て の 人 と国 とに 開かれ て い ます 。

教会 は天 の エ ル サ レ ム へ の 巡礼 者 で す 。 教 会が 新 た な国 に お い て 福音 を宣べ 伝

える 時 ， 教会 は そ の 文化 と 自分 自身 とを結 び付 け ます 。

　教 会 が ユ ダ ヤ教 や オ リエ ン ト世界か ら出て きました 。 それ は教会が そ の 始め

に お い て 多 くの オ リエ ン ト的 な特徴 を持 っ て い た こ と の 理 由 で す 。 教 会 は 西 洋

に お い て 発展 し ま した 。
ヘ レ ニ ズ ム

，
ラ テ ン

， 福音そ して ユ ダヤ教 とい う全て

の 要 因 は 西 洋 の キ リ ス ト教 の 中 に あ ります 。
ヘ レ ニ ズ ム と ラ テ ン は 非常 に密接

に 結 び 合 わ さ れ ， 現在 で は もは や 区 別 す る こ と が 困難 で す 。

　初代教会は文化に 溶け込 む こ との 目立 っ た例で あ ります 。 後 に ラ テ ン の 要素

が 支 配 しま した 。 こ う した 教会 の 成 立 は 重要 で あ ります 。 法 と権力 が 強調 され

ま した 。
こ う した教 会 の 制度化 は必 要 で あ りま した 。 しか し

， 交 わ りや 友愛 は
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紀 　 要 1

取 り除か れて は な りませ ん 。 今 日我 々 は
， 新 しい 文化の な か で 教 会 が 文 化 と溶

け込 み ，

一
体 とな る とい う課題 に 直 面 して い ます 。 他 の 文化 との 統 一 は

， 教会

を よ り豊 か に 美 し くします 。 そ れ は 我 々 の 教会の 活力 で あ り， 単調 で あ る とか

「一 色化 」 は 停 滞 で あ り弱 さで あ ります 。 キ リス ト教 は 多様性 に よ っ て 破壊 さ

れ な い の で あ り，
む しろ こ の こ とに よ っ て 完 成 され る の で あ ります 。 すべ て の

国民 の 様 々 な文 化 は キ リス ト教 の 豊 か さの 一 部 なの で す 。

　 キ リス ト教 は ラ テ ン 文化 あ る い は ヨ ー ロ ッ パ 文化 を意味す る もの で は あ りま

せ ん
。 今 日の 教 会 は

， その 完 成 に 向 か っ て 成 長 し続 けて い ます 。 教 会 は
， イ ン

ドや 中 国 の よ うな他 の 文化 の 多 くの 栄養 を必 要 と して い ます 。 文 化 と溶 け込 む

こ と
， 文 化 を変 容 さ せ る こ と

， 文化の 交流 等 は キ リス ト教化 の 過 程 に 起 こ る 出

来事 で す 。 様 々 な様 相 を も っ た 異な っ た 人 々 の 行 列 は
， 単一 の 行 列 よ りも興 味

深 い の で す 。

　最 近 私 は リ ヨ ン の 大 司教 で あ る枢 機 卿 ア ル ベ ー
ル ・デ ィ ク ー トレ ー の 本 を読

み ま し た 。 そ こ に 大変 示 唆 的 で あ る もの を見 い だ しま した の で
， 引用 い た し ま

す 。

　多 くの 人 々 は ， 信仰 は 純 粋 で 理想 的で あ る と考 えて い ます 。 それ は何 千 年 に

もわ た っ て 変 わ る こ との な か っ た 考 え で す 。 しか し， 現 実 に キ リ ス ト教信 仰 は

地 域教 会 との
一

体化 に よ っ て の み 発展す る こ とが で きま した 。 聖書 に お ける神

の 言 葉 は ，
一

つ の 国 の 文 化 に お け る 人 間 の 言 葉で 示 され ま した 。

　神 の 子 ロ ゴ ス の 信仰 は 本 質的 に何 か が 変 え られ る こ とな しに は
， 異 な っ た文

化 ， 違 う文 明 に お い て そ れ 自身経験 し
， 生 き ， ま た表現 す る こ とは で きない の

で す 。 我 々 は ， さ ら に こ の よ うに 言 うこ と が で き ます 。 神 の 言 葉 が そ の 無 限 の

力 を展 開す る の は ， 多様性 の 中で
，

また 異 な っ た機 会 と場所 に お い て で あ りま

す 。

　
厂
神 の 言 葉 が 人 類 の 歴 史 に 入 っ た 時以 来 ， 善 と美 は この 世 に 限 りな く現 され

ま した 。 キ リ ス トは彼 の 弟 子 達 に
， 聖霊 の 力 に よ っ て 「

あ な た が た は私 よ りも

大 きな こ と をなす 」 と言 わ れ ま し た 。 そ れ は
， 教 会 が ， 新 しい 文 化 ， 新 た な 政

治状 況 ， 新 た な挑 戦 に対 して 対 決 す る 時 に
，

死 に 対 して 助 けが な くま た恐 れ て
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い る わ けで もな い とい うこ との 理 由 なの で す 。 教 会 の 姿勢は
，

そ れ ゆ え に 否定

的なの で は な くて
，

一
致 を求 め る もの で す 。 まさに ， 教 会 は真 理 と光 と永 遠 の

命 を所有 して お り， 確信 と楽観主義 とに満 た され て い る の で す 。 」

　教 会 は 神秘 的 な キ リス トの 体で す 。 教会 は 時 間 と空 間 の 中で 成 長 し
，

こ の 次

元 は神 に よ っ て 教会の た め に あ らか じめ 定め られ て い ま した 。 全 て の 国 の 文化

の 真髄 は 神か ら きて お り，
また キ リ ス トの か らだ を形 づ くる 一 部 と して ，神 に

よ っ て あ らか じめ 知 られ て い ま した 。 個 々 の 拒 絶 は
， 取 り替 え る こ とが で きな

い 損 失 を起 こ し ます 。
パ ウ ロ は こ の よ うに 言 っ て い ます 。

「体 は 一
つ で も ， 多

くの 部 分 か ら な り， 体 の すべ て の 部分 の 数 は 多 くて も， 体 は 一 つ で あ る よ うに ，

キ リ ス トの 場合 も同様で あ る … … 一
つ の 部分 が 苦 しめ ば

， すべ て の 部分 が 共 に

苦 しみ ，
一

つ の 部 分 が 尊 ば れ れ ば ， す べ て の 部分 が 共 に 喜 ぶ の で す 。 」 （第
一

コ

リ ン ト12 ：12− 26）

　地域 教 会 同士 の 関係 は
，

コ イ ノ ニ ア
，

コ ミ ュ ニ オ ン そ して 相互 の 愛 ， 尊敬 ，

援 助 で な けれ ば な りませ ん
。 露骨 な 干渉や 他 の 教 会 を圧 迫 す る よ うな こ とが

あ っ て は な りませ ん
。

　私見 に よれ ば
， 宮殿 に住む教会の 王達 は

， 食べ もの も着る もの もない ス ラ ム

に住 む 人 々 の 痛 み と惨 め さ を知 る こ とが で き ませ ん 。 全 て の 聖 職 者 と修 道女 達 ，

そ して すべ て の ク リス チ ャ ン 達 は こ の 悲惨 を見 つ め ， 彼 ら を助けな け れ ばな り

ませ ん 。 そ れ ゆ え に
，

こ れ 以 上 干 渉 しあ っ て い て は な ら な い の で す ！

　 中 国 で は300万 の カ トリ ッ ク 信 者 が い る の み で
， 大 変小 さな小 数 派 で す。 し

か し我 々 は 再 び牧会の 職務 につ くこ とが で きます。 我 々 は格 闘 し， そ して 我 々

は 成功 し ます 。 我 々 は
，

兄 弟で あ りまた友で あ るすべ て の カ トリ ッ ク の 人 々 と

の 交 わ りを持ち，
わ れ わ れの 苦 しみ と喜 び を共 に 分 か ち合い た い と願 っ て い ま

す。

　私 は歴 史 家で もな く神 学 者 で もあ りませ ん
。

た だ 皆 さ ん と
， 私 の 経験 の い く

つ か に つ い て 分 か ち合 っ た に す ぎませ ん
。

ご静 聴 あ りが とうご ざい ま した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（『金陵 神学誌 」 1987年 9月 ，平 田　誠訳 ）
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